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１. 問題の所在および課題の提起と研究目的
2007年内閣府は､ ｢仕事と生活の調和 (ワーク・

















また､ ＩＬＯ (国際労働機関) が1999年に提唱し








と､ 三つ目は､ 家族の生活が安定しており､ 自己の
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と､ 『 ｢新卒者を積極的に採用｣ する (14.9%) より










人材開発｣ の中で､ すでに ｢個人主導型職業教育｣





































いて､ ワークライフバランス (ＷＬＢ) とＱＯＬ
(Quality of Life) に向けた個人のキャリア志向の
一致の中で､ スムーズな移行が望ましい｡ しかしな











































































































































































に対し､ キャリア向上の目的が ｢生きがい｣ を挙げ










































































































































































































































いては､ 全体では ｢国家資格だから｣ 17.8％､ 次い
で ｢将来性があるから｣ 16.8％である｡ 養成研修者
と専門学校生に ｢人が喜ぶから｣ や ｢将来性｣ が目
立ち､ 短大生では ｢自分に合うから｣ や ｢創意工夫
を生かせる｣､ ｢夢だから｣ の理由を挙げる者も多い｡






































































































































































































また､ 意識は､ 類似した結果を示し､ 高校時代に
受けた教育の影響が大きいと考えられ､ 意志強固に
行動することができる傾向があると言える｡ (図16)





























































































































































































































































































た｡ まず､ 通学学生と比べ､ 養成研修者の意識は､
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図20 全体にみるスキルと働き方の希望との関係
